
要支援者等ニーズ調査

１ 調査目的

介護予防・日常生活支援総合事業の実施に向けての

基礎データとするため

２ 調査先

神戸市あんしんすこやかセンター（75箇所）

３ 調査時期

平成26年8月

資料８－①介護予防通所介護に関するアンケート結果①

・要支援者の自立支援をより効果的に図る上で、現在の通所介護について
課題と考えられるもの ｎ＝237 （複数回答）

⇒内容、時間ともに細分化されたサービスがない、少ないことが
課題としてあげられている

運動機能向上、

栄養改善、口腔

機能向上の加算

に対応できる

サービスを提供

できる事業所が

少ない

短時間のサービ

スがない又は少

ない

入浴、食事など

がセットになっ

ているものばか

りで、サービス

内容ごとに細分

化されたサービ

スがない

その他 特にない

系列1 82 91 118 84 26
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峇の౎勪ৄق௷ხك

●厄স৬௺
勶厪峙া৒厀のた峫岝匏৷৚包が少ないৃ়峙স厀଀叕がপきいよ岰に卩峹島る。
勶ষの報酬内容で峙岝サービス内容の୷がপき岹岝厰رの内容に応じたস厀峒峙卛岲に岹い。
サービス提供内容に応じた報酬の検討が必要。
博঩デイ峒ڭ঩デイの匏৷厄勳৒が৊一で勘勗匊を厤じている人峬いる。
ෆฐ報酬に対峃る勘௥のある人峬いる。ق೬峽で峬一คك

●ঽয়支援
ଛಶৎのহ௛の升ଦ岵峳ଛಶ区で必峄ৢ岰た峫న岹ಫಆにな峳ない。
ঽয়に向けて岝ৢ勰ڀ৉ୠ峒ল卶を৉ୠに向けた取り組み峙ൠい。
ৢ勰ஂ厽にঢ়峹峳峄岝匏৷঻岝匝ఔ岝一ಹ৘ড়に対して岝
ঽয়支援を௓勺しよ岰峒している৶厩のହ৥が勘ଌしている。

●ニーズへの対応
ೄ২঻岵峳匤২঻まで৊じ崿嵕崘嵑嵈のৃ়が匭岹岝
個別ニーズや課題に対応できていない。
要支援の人に特化したデイサービスがあまりない。
専門職による個別でのリハビリが少ない。
運動器機能向上以外で目的に特化したデイがない。
本人の個別性を第一に対応していける取り組みが必要。



介護予防・日常生活支援総合事業の実施に向けた調査

１ 調査目的

介護予防・日常生活支援総合事業の実施に向けての基礎データとするため

２ 調査先

神戸市あんしんすこやかセンター（76箇所）

３ 調査対象

平成28年5月サービス利用分

４ 調査時期

平成28年7月

介護予防通所介護に関するアンケート結果② 資料８－②

５ 調査結果（抜粋）

介護予防通所介護について、

①週あたりの利用回数

②入浴の利用の有無

③送迎の利用の有無

④１回あたりの利用時間



①週あたりの利用回数 介護予防通所介護

94.8%

5.2%

要支援１要支援１要支援１要支援１ 週１回

週２回 15.7%

83.1%

1.2%

要支援要支援要支援要支援2222 週１回

週２回

週３回以上

⇒要支援２でも、 15.7％が週１回利用

②入浴の利用の有無 介護予防通所介護

25.5%

74.5%

要支援１要支援１要支援１要支援１
含まれている

含まれていない

43.0%

57.0%

要支援要支援要支援要支援2222 含まれている

含まれていない⇒要支援１では74.5％、
要支援２では57.0％が
入浴を利用していない

35.6%

64.4%

要支援１・２要支援１・２要支援１・２要支援１・２
含まれている

含まれていない



③送迎の利用の有無 介護予防通所介護

96.8%

3.2%

要支援要支援要支援要支援2222 含まれている

含まれていない

⇒要支援１では6.1％、
要支援２では3.2％が
送迎を利用していない

93.9%

6.1%

要支援１要支援１要支援１要支援１
含まれている

含まれていない

95.6%

4.4%

要支援１・２要支援１・２要支援１・２要支援１・２
含まれている

含まれていない

④１回あたりの利用時間 介護予防通所介護

64.2%

35.8%

要支援１要支援１要支援１要支援１
半日利用

１日利用

46.1%

53.9%

要支援要支援要支援要支援2222
半日利用

１日利用⇒要支援１では64.2％、
要支援２では46.1％が
半日しか利用していない

※実際の提供時間は調査できていない

53.8%

46.2%

要支援１・２要支援１・２要支援１・２要支援１・２
半日利用

１日利用


